
  
・ 試験結果は次のデータシートに記載し、整理・保存します。 

現地浸透試験データシート（例） 
調査名  地点名  

測定月日 月 日 測定開始 
時刻 

午前  時  分 
午後  時  分 住所  

天候  気温  
使用水の種類と

濁りの程度  水温  

施設直径  
浸透面の深さ  

見 

取 

り 

図 

 

湛水深  

浸透面の土

質 

 

備考  
経過時間 
（min） 

単時間

（min） 
流量計 
示度( l ) 

浸透量 
( l /min) 

累加浸透

量( l )  
経過時間

（min） 
単時間

（min） 
流量計 
示度( l ) 

浸透量 
( l /min) 

累加浸透

量( l ) 
          
          
          

○現地浸透試験で得られた終期浸透量Ｌ(l /min)の単位をm3/hr に変換し（60/1000＝0.06 を乗じます）、試

験施設の比浸透量Ｎ（m2）で除し土壌の飽和透水係数f＝Ｌ／Ｎ（m/hr）を求めます。 

 

ボアホール法での試験施設の比浸透量（Ｎ）は、図-2-4より算定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   浸透施設の透水管、充填材などの空隙等については、貯留効果を考慮することができます。その場合に

は雨水貯留量を次のようにして算定します。 
雨水貯留量（m3 ）＝透水管やます本体の体積＋充填材の体積×空隙率 

充填材の空隙率は、表-2-3に示すとおりとします。 
               表-2-3 充填材の材料別空隙率 

材料 空隙率 
単粒度砕石（3・4・5号） 40％ 
切込砕石 
粒度調整砕石 

10％ 

プラスチック製貯留材 使用する製品のカタログ値を採用 
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浸透施設の空隙貯留の算定 

図-2-4 試験施設の水深と比浸透量 

水深H (m)

比
浸
透
量

N
（

m
2 ）

 

計 画 （つづき） 



 

 

（1）浸透施設の効果量の算定 

この計算では、側面及び底面より浸透し、施設幅Ｗ=1.5m、設計水頭Ｈ=1.0m である浸透トレンチを

200m設置する計画とします。 

事前に現地浸透試験または埼玉県浸透能力マップより、飽和透水係数を得ます。（この計算では、飽

和透水係数を0.0045（cm/s）としています。） 

①浸透施設の比浸透量（K）を算定 

側面及び底面で浸透する浸透トレンチ(Ｗ=1.5m、Ｈ=1.0m)の比浸透量を次の式より算定します。（ 表

-2-2 (a) 参照 ）（→P. 5） 

K＝ａＨ+ｂ＝3.093×Ｈ+（1.34×Ｗ+0.677） 

＝3.093×1.0+（1.34×1.5+0.677）＝5.780 m2 

ａ、ｂ：係数、Ｈ：設計水頭(m)、Ｗ：施設幅（m） 

②浸透施設の効果量（Ｑ）を算定 

  飽和透水係数(f)を(m/hr)に変換します。 

   ｆ＝0.0045（cm/s）＝0.0045×3600/100（m/hr ）＝0.162 m/hr  

浸透施設の効果量（Ｑ）を次の式より算定します。 

Ｑ＝1/3600×K（m2）×ｆ（m/hr）×L（m） ＝ 1/3600×5.780×0.162×200 

＝0.052 m3/s 

 

（2）貯留施設の貯留量の算定 

雨水流出抑制施設の必要対策量は次の式より算定します。 
雨水流出抑制施設の容量（Ｖ）（単位：m3）  

Ｖ≧Ａ×Ｖａ－（Ｑ÷Ｖｂ）×Ｖａ 
 
 Ａ＝（計画区域面積）－（従前宅地等面積）＝2.0 － 0.9 ＝1.1 ha 
∴Ｖ ≧ Ａ×Ｖａ－（Ｑ÷Ｖｂ）×Ｖａ 

＝ 1.1 × 950－（0.052 ÷ 0.4309）× 950 ＝ 930.4m３ 

     よって、930.4m３以上の貯留施設を計画します。 

①浸透施設の空隙貯留（v）の算定 

  透水管の径を20cmとして透水管及び充填材の空隙（充填材を単粒度砕石（空隙率40％）と仮定しま

す。）の貯留量を算定します。 

  空隙での貯留量（v） 

v ＝透水管の空隙（Ｖ1）＋充填材の空隙（Ｖ2） 

＝3.14×0.12×200 

＋（1.0×1.5－3.14×0.12）×200×0.4 ＝ 123.8m3 

②貯留施設の容量の算定 
貯留施設の必要対策量（Ｖ：930.4m3）から空隙での貯留量（v：123.8m3）を引いた値（Ｖ－v ＝930.4

－123.8＝806.6 m３）を満たす貯留施設を計画します。 

貯留施設面積Ａ’＝450m2、水深Ｈ＝1.8mと計画する場合 

Ｖ’＝Ａ’×Ｈ＝450×1.8＝810m3（≧806.6m3：ＯＫ） 

 

上記 (1)、(2)の対策工事の計画で必要対策量を満足します。 

 

H=1.0m 

W=1.5m 

φ=0.2m 

（透水管）

浸透トレンチの形状 

浸透施設と貯留施設による対策の場合 

計 画 （つづき） 
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